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１．序論（第 1 章） 
（１）研究の背景 
	 近年、アジア地域の多くの歴史的市街地や集落にお
いて、観光産業の振興に伴い急激に観光客が増加し、
地域に負のインパクトを及ぼす危険性が指摘されてい
る1。中国では、伝統的な集落は固有の文化を持ち、世
界遺産に登録される地域もあり、多くは有名な観光地に
なっている。その実態をみると、ほとんどの地域は観光
化の影響による先住民の移転、従来の文化遺産の消失、
伝統的な作業の放置など問題に直面している。本研究
は伝統的な集落における住民と政府の関係の現状を把
握し、その望ましい方向性について考察を行なう。 
（２）研究の目的 
 本研究は、まず、世界文化遺産の保護という視点から、
中国全体の世界文化遺産の保護と管理運営の現状を
把握する。中国における世界文化遺産推薦書から見る
保護の動き、および現在の状況から見る管理運営の特
徴を把握し、問題点を指摘する。次に、詳細な事例研
究として、中国世界文化遺産暫定リストに登録された「ト
ン族の集落(“Dong Villages”)」の中の「増沖トン族集
落」（以下、増沖集落）を対象に、文化遺産保護に関連
する政策の変遷と住民の役割から今後の課題を明らか
にする。 
（３）研究対象地の選定 
 2012 年 8 月の第１次予備調査では貴州省黔東南苗
族トン族自治州のトン族、苗族と荘族の集落を巡検した。
その結果、榕江県は都市化が進行し、黎平県は政府に
よる観光開発が進んでいった。また、従江県は、住民の
伝統的な生活様式が残っており、政府との恊働（きょう
どう）が把握できると考えられたため、本研究では従江
県のトン族の集落に対象を絞った。2013 年 1 月の第２
次予備調査では、従江県の銀潭下寨集落、巨洞上寨
集落、往洞集落、牙現集落、増沖集落を視察した。そ
の結果、増沖以外の集落は保護対象となる重点文物保
護単位が登録されておらず、政府の関与に関する記録
が少ないことがわかった。一方、増沖集落は、トン族地
域では最も古いとされる鼓楼が 1988 年に全国重点文
物保護単位に指定され、その後、歴史文化名村、世界
文化遺産暫定リストに搭載されている。これらの指定や
登録によって、政策と住民の社会システムの関係を明ら
かにするのにふさわしいと考えた。これらの現地調査、
資料調査の結果をふまえて、本研究では従江県増沖集
落を研究対象地に選定した。 
２．中国における世界文化遺産の保護及び管理運営の
特徴（第２章） 
（１） 世界遺産の登録に関する国際的な動向 
 2014年６月現在、世界遺産に登録された物件は、「文
化遺産」779 件、「自然遺産」197 件、「複合遺産」31 件、
合計 1007 件となっている。世界遺産に関する国際的な
問題として地域的な不均衡や遺産の種別の不均衡など
問題が指摘されてきた2。これらの問題を受けて、1982
年に ICOMOS が歴史的町並み・集落委員会を設置し、
歴史的な町なみや集落の計画や管理事務をおこなっ
ている3。1987 年に「歴史的都市街区保存憲章(ワシント
ン憲章)」を採択し、開発や荒廃から歴史的な町と都市
街区を保護、保存・修復するために必要な事項を示し
ている4。また、1992 年にユネスコは「文化的景観」とい
う概念を登録にあたっての考え方として採用した5。
1994年の第18回世界遺産委員会において「世界遺産
一覧における不均衡の是正及び代表性、信頼性の確
保のためのグローバルストラテジー」が採択された6。 
以上の動向から見ると、世界遺産登録の対象は単一の
建築物から、人間の活動する居住地や自然環境との共
存、持続的な進化を表す土地利用へと拡大したことが
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わかった。中でも、人が生活しいている歴史町並みと集
落は重要な課題であると考えられる。 
（２）中国の世界文化遺産の概要と登録の動向 
 2014 年 6 月 15 日～25 日に第 38 回世界遺産委員会
がカタールのドーハで開催され、「シルクロード」「京杭
大運河 」が中国の世界遺産の 46 番目、47 番目として
登録された。その結果、中国は文化遺産 33 件、自然遺
産 10 件、複合遺産 4 件となり、保有国の順位では、イタ
リアの 49 件に次いで、世界第２位となっている。登録さ
れた物件をみると、2006 年以前は世界遺産全体の登
録の傾向に従って、都市関連遺産（麗江古城、平遥古
城等）、信仰関連遺産（莫高窟、大足石刻等）、優れた
建築遺産（万里の長城、北京と瀋陽の明清皇宮等）で
あったのが、2007 年以後は「開平楼閣と村落」をはじめ、
「福建土楼」「紅河哈尼の棚田群」など生きた文化や伝
統、民俗および民族的な風景、普遍的価値を有する人
間の諸活動に関わる資産の登録へと変化し、記念物や
単体の建造物などから人々が生活する伝統的な集落
に広がったことがわかる。また、2012年11月17日に中
国文物局が出した「中国世界文化遺産暫定リスト」通達7
では、シルクロードをはじめとする合計 45 件に更新され
た。2013 年 1 月 29 日にはこの 45 件の中から 14 件を
選択し、ユネスコの世界遺産センターの暫定リストに推
薦した。2008 年3 月までに推薦された 12 件と合わせて、
ユネスコの世界文化遺産暫定リストは 26 件に達した。こ
れらの暫定遺産の登録資産を見ると、国際的な世界遺
産の登録の動きと一致しており、人間の生活生産環境
（山西省と陝西省の古民居、普洱の景邁山古茶園）、文
化的景観（揚州痩西湖と塩商園林文化的景観、花山岩
画文化的景観）、歴史的町並み・集落（鳳凰古城、トン
族の集落、苗族の集落、江南の水郷古鎮、チベット族と
チャン族の高い塔と集落、三坊七巷）などの生活が持
続している場所を遺産とする事例増加している。 
 本研究の対象は 2006 年 12 月 15 日に、「黔東南トン
族集落：六洞、九洞トン族集落」として、貴州省黔東南
従江県、榕江県、黎平県にある 18 カ所の集落は「中国
世界文化遺産暫定リスト」に登録された。その後、2012
年 11 月 17 日に、国文物局は「中国世界文化遺産暫定
リスト」を更新された。増沖集落を含まれ、湖南省通道県、
绥寧県、広西省三江県、貴州省従江県、榕江県、黎平
県湖南省通道県、绥寧県、広西省三江県、貴州省従江
県、榕江県、黎平県にある 22 カ所は「トン族の集落」に
変更された8。 
（３）中国における世界文化遺産に関連する法律制度 
 世界遺産推薦書に記載されている世界文化遺産に関
わる主な法律を時系列的に整理した。中国の立法法に
対応すると、中国の世界文化遺産に関わる法制度は基
本法としての「憲法」、「法律」は「文物保護法」、「土地
管理法」、「土地計画法」など、「行政法規」は「文物保護
法実施条例」など、「部門規章」は「世界文化遺産保護
管理方法」など、「地方法規」は遺産所在省における
「文物保護法」の実施方法など、「地方規章」は遺産に
対する特定な保護管理方法などである。 
 中国における世界文化遺産に関連する法制度の変遷
を整理し、考察した結果、３つの転換点を抽出すること
ができた。 
 ①重点文物保護単位の時期（1960〜）：1960年11月
17 日に発布された「文物保護管理暫定条例」に始まり、
1982 年 11 月 19 日に「文物保護法」で制度の枠組みが
完成した。②歴史文化名城・名鎮・名村の時期（1991
〜）：「文物保護法」が修正され、発展し、「歴史文化名
城（名鎮名村）」などに保護対象を拡大した。また、「全
国重点文物保護単位範囲・保護碑・記録資料・保護管
理機関（略称：四有）の規範」、「文物保護法実施細則」
など具体的な保護に踏み込んだ解釈法令の補充、「湖
北省文物保護管理実施方法」など地方関連法の制定も
行われた。③世界文化遺産の時期（2006 年〜）：2006
年から文化部が世界文化遺産に特化した「世界文化遺
産保護管理方法」を実施し、文物局が関連する「世界文
化遺産推薦項目審査管理規定」を発布した。世界文化
遺産に関する法は専門的な法制度が確立されつつあ
ることがわかる。 
 「トン族の集落」は他の世界遺産と同じように、基本法、
法律、行政法規、部門規章が適用されている。「地方法
規」は貴州省、湖南省、広西省の文物保護条例、風景
名勝区管理方法と観光条例である。また、「地方規章」
には、地方によって、文化、集落、防災など様々な視点
からの条例・方法・方案などが見られる。 
（４）中国における世界文化遺産の管理運営の特徴 
 中国における世界文化遺産における管理運営の変遷
は、1985 年 11 月 22 日に条約を締結してから現在まで、
①締約国になり世界遺産の登録が盛んになった時期
（1985〜1990 年）、②世界遺産委員国になり、登録数
が大きく増加し、観光の効果を期待するため、国有企業、
民営会社が世界遺産の管理運営業務に参入した時期
（1991 年〜2001 年）、③商業的に運営される事例が増
加し、地域外の会社が進出し 様々な問題が発生した。
その結果、これらの会社が世界文化遺産の運営業務か
ら手を引いている時期（2002 年〜現在）、を分けること
ができた。 
 管理運営部署の業務の形態は，世界遺産登録によって
新たに設置されたかどうか，企業が関わっているかどうか
 
学位論文梗概集 2014 
という視点からは、世界遺産登録以前の既存の地方行政
の部署が登録後も引き続き管理運営を行っているもの、
世界遺産に特化した専門の部署が主体となっているもの、
専門の部署がさらに国有企業を設置して管理運営してい
るもの、国の政府や地方政府が専門の部署を設置するこ
となく，国有企業を設置し管理運営するもの、民間企業が
管理運営を行っているもの、など5つに類型した。 
 「トン族の集落」を維持管理するのは所在地（県政府）の
文物管理局、あるいは文広局によって行っている。専門
的な管理機関と外来会社は現段階では関与していない。
「トン族の集落」は既存の地方行政の部署によって管理
することに相当することがわかった。 
 
３．増沖トン族集落の景観構成と変遷（第３章） 
（１）増沖集落の概要 
 増沖集落は、貴州省黔東南苗族トン族自治州従江県
西北部に位置し（図−1、写真−１）。600 年以上の歴史
があるとされるトン族の伝統的な集落であり、最も古い
増沖鼓楼がある集落としても有名である。集落の人口は
1479 人、276 戸で、6 の小組になり、1478 人が住んで
いる。中には、苗族は 2 人、ブイ族は 1 人、漢族は 4 人、
満族は 1 人で、それ以外の 1470 人は全てトン族である。
1984 年から貴州省民族保護集落に登録さら、その後、
全国重点文物保護単位（1988 年）、中国歴史文化名村
（2008 年）、中国世界文化遺産暫定リスト（2006 年、
2012 年）の登録されたことで、徐々に注目されるように
なった。 
	 
図−1 増沖集落の位置 
（２）集落の景観構成と全体的な変遷 
 増沖集落は、増沖川が三面に接する集落を中心に広
がっている。集落の中央には最も古いとされる増沖鼓楼
（1672 年）があり、17 世紀（清代）に建てられた煉瓦造
家屋と伝統的な木造家屋が鼓楼の周辺に密集している。
3 つの伝統的な風雨橋は集落の寨頭、寨中、寨尾の入
口として増沖川に掛かっている。増沖鼓楼と野舞台が
セットして、周辺の広場と一緒に増沖集落の活動中心
になっている。川の上流から用水路を通って集落全体
に水が流れており、集落内に点在している池とつながり、
「水の集落」と言われている。 
 
写真−1 増沖集落 
 景観要素は農地、森林、道路など要素、増沖鼓楼、煉
瓦造古民家、木造民家、風雨橋、野舞台、倉、薩堂など
建築物、川、水路、池、井戸など水空間、無形遺産であ
る祭り構成されている。 
 
図−2 増沖集落の配置図 
（３）景観構成要素の変遷 
•  農地について、増沖集落の伝統的な産業は稲作であ
り、近年は政府の援助でアヒルや香豚の飼養、キウイフ
ルーツの栽培などを新たに展開している。 
•  住民は民家新築と収入増加のため、集落周辺にある
森林を切ったり、植えたりしている。伝統的な風水林を
大切していて、伐採は禁止されている。 
•  集落内の道路について、 元は石道でしたが、2012
年から世界銀行の融資によりコンクリート舗装された。集
落外には伝統的な道路が 5 本あったが、2007 年から、
新しい主要道路ができた。1 本の作業道路は新農村の
建設でなくなった。 
 増沖鼓楼はトン族集落のシンボルとして、集落の中心
に位置し、政治活動、文化活動を行う場所である。現在
でもお祝い、祭り、日常生活の文化の役割を持ってい
る。 
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 煉瓦造古民家について、昔は 23 軒があった。現在は、
昔の形のまま、現在残っているのは６軒であり、一部分
は新築し、一部分は昔のまま残っているのは６軒であり、
すべて取り壊し、新しい民家を建設したのは 11 軒であ
る。 
 増沖集落の伝統的な民家は２階干闌式の木造民家で
ある。近年以来、防水と防火のため、１階が煉瓦造、2
階は木造の民家が増えている。また、新築は伝統的な
道具を利用しながら、現代の機械も利用している。 
 増沖集落には、伝統的な３つ風雨橋は寨頭、寨中、
寨尾に立地している。2012 年に、従江県建設局の補助
で新しい風雨橋が１箇所完成した。 
 増沖集落の野舞台は鼓楼の近くにあり、鼓楼と一緒に
トン族集落の中心の空間を構成している。野舞台は、祭
りの時トン劇を上演したり、お祝いの時食事をしたりする
場所である。 
 増沖集落には、倉は２種類がある。伝統的なハサ倉が
10 棟あり、平屋の板倉が５棟ある。 
 薩堂は増沖集落の西北部にある。トン族の「薩」という
神様を安置している場所である。薩堂は一人の管理人
が設置していって、薩祭りと出産や結婚の祝い時は、儀
式を執り行っている。 
 水の空間について、現在川の上流には、セメント造の
堤防が作られ、用水路が引かれ、その水は集落に流れ
ている。中流ではアヒルを飼う場所などとなっている。 
川の下流では、県環保局で下水処理所が作られ、集落
の下水を処理している。 
 増沖川からの水は水路を通って全集落に流れている。
これらの水路は住民の生活用水として使われていると
同時に、消防用水でも使っている。増沖集落には、消
防池は 8 箇所があり、また、魚を飼う伝統的な池は 32
箇所がある。 
 増沖集落では、伝統的な井戸は 5 つある。作業道の
幅を広げて主要道路を建設するために、伝統的な井戸
は壊されましたが、生活のために、１つの新しい井戸を
作られた。 
 
４．増沖集落における遺産保護に関連する政策の変遷
と住民の関わり（第４章） 
（１）政策の変遷 
 従江県政府は増沖集落の維持管理について、1985
年に「従江県増沖鼓楼修繕計画書の提出に関する通
知」を出し、その後保護に関する様々な政策を出してい
る。県政府の保護に関する施策の転換点として重点文
物保護単位、歴史文化名村、世界文化遺産暫定リスト
登録がある。それらを中心に、政策の変遷を大きく３つ
の時期に分けた。 
①第一期：破壊と中国重点文物保護単位指定期（1968
年〜） 
 この時期の政府の政策は、主に増沖鼓楼を対象とし
たものである。1982 年には従江県に所在する文物の全
面調査が始まり、増沖鼓楼を含む 26 ケ所が県文物保
護単位に指定された9。この影響で 1988 年から、鼓楼
周辺の民家の立ち退き、鼓楼の修繕について報告や
通知が出された。 
②第二期：中国歴史文化名村指定期（1995 年〜） 
 この時期には、「文物保護法」の「四有」を実行するた
めに、鼓楼の保護範囲の確定、保護碑の設置、記録資
料の整理、保護管理機関の明記に関連した施策が展
開された。また、鼓楼だけではなく、鼓楼所在地である
増沖集落の面的な保護へと対象が広がった。 
③第三期：中国世界文化遺産暫定リスト登録期（2006
年〜） 
 この時期には、政府は多様な計画を策定した。計画
は、鼓楼を中心に、風雨橋、民家などを含む増沖集落
の保護と、集落に隣接した新村を建設する内容になっ
ている。 
 （２）関連する計画と現状 
 2006 年から「増沖集落保護、整備開発計画案」「従江
県増沖トン族集落観光値におけるコントロール詳細計
画案」「従江県観光業発展総体計画案」「貴州省従江県
増沖鼓楼文物保護計画案」「従江県往洞郷増沖歴史文
化名村保護計画案」など多様な計画案が出された。こ
れらの計画をみると、増沖集落における保護、観光発
展の計画は、集落の文物保護、集落配置の調整、集落
新村の建設に着目して、策定されたことがわかる。また
計画の実効性について、増沖新村の建設場所を事例と
して、それぞれの計画は A,B,C,D のところに策定され
ましたが、2012 年 F の所で火事が発生し、最終的には
E の所で建設したことがわかった。 
（３）「款」「村規民約」の活用及び住民の役割 
 款は伝統的なトン族の社会規範である10。款は石刻、
口頭、文章、石碑、鼓楼柱の彫刻、家系等、さまざまな
形式によって古くから伝承されている11。増沖集落の維
持管理に関する「款」は、「万古伝名」と呼ばれる 1672
年のものが最も古く、現在鼓楼に石碑として残っている。
この拓本には、婚約（第 2、3、4、5、6 条）、日常生活
（第 1、9、10、11 条）、山林田畑（第 7、8 条）、火事（第
12 条）などの内容が記載されている。2011 年に、増沖
村委員会は上級行政である往洞郷（鎮）警察署の監督
のもと、伝統的な「款」と集落の実情を合わせて、「増沖
村における村規民約」を作った。この「村規民約」には、
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まず、寨老、村委員会、青年組織の権利と義務を示さ
れ（第１条、第 2 条）、次に、①防災、山林管理、②賭博
禁止、③集落風景の保護、④喧嘩等の問題、⑤窃盗、
⑥婚姻、⑦公共財産の保護など、集落における日常業
務が記されている。本研究に関連する①防災、山林管
理、③集落風景の保護である。  
 増沖集落には、三十、三公、頭朝、頭共など4つの家系
がある。それぞれの家系には頭長がいる。また、集落内
の60歳以上の老人の中から指導者である寨老の長が1
人、副の長が1人選ばれ、この２人と頭長の協力によって、
集落の日常生活を監理している。祭りの日程を決め、道
路工事など集落の公共的な事業を監督している。一方、
集落の慶事は頭長の手配で同じ家系の親戚が参加して
おこなわれる。 
 観光開発に伴う整備について、増沖集落では、地方
経済の発展とともに、観光事業が始まった。2010 年か
ら 2013 年までに、従江県政府の各部署は増沖集落に
おいて、様々な施設が建設された。また、観光客ための
公衆トイレと寨中風雨橋の改修も行なっている。 
５．終論（第 5 章） 
（１）本論の整理と結論 
 まず、世界文化遺産登録の動きと伝統的な増沖トン族
集落の価値である。その価値は、増沖鼓楼の中心性、
伝統的な煉瓦造古民家の維持、伝統的な３つの風雨橋
の評価が価値を構成していると考察した。 
 次に、世界文化遺産に関する法制度と「トン族の集
落」の保護である。中国の法制度の変遷に対応する世
界文化遺産登録の動きは重点文物保護単位の選定、
世界文化遺産の登録、登録による観光問題の発生と問
題の解決、持続的保護などの変化に対応して修正を繰
り返し、現在に至っていることがわかった。一方、増沖集
落における国内指定の動きと政府関与は鼓楼の保護か
ら、集落全体の保護へ、さらに新村の計画へと変化して
いる。これらの動きは鼓楼の文物保護単位の指定、歴
史文化名村の指定、世界文化遺産暫定リストへの登載
などの保護の広がりと政府の政策が影響していることが
わかった。これらの様々な動きと中国世界文化遺産及
び増沖集落の保護時期を照らし合わせると、 増沖集落
の保護は中国における世界文化遺産保護の変遷と一
致している。全国重点文物保護単位の時期と歴史文化
名城・名鎮・名村の時期をみると、中央政府の法制度が
整えられ、その後政策が増沖まで浸透したことがわかっ
た。 
 それから、世界文化遺産における政府の関与である。
増沖集落に関わる政府の関与は文物保護と開発の両
面が展開されている。１つ目は増沖鼓楼を中心とする文
物の保護、修理である。1985 年から増沖集落の保護政
策に関する行政部署を見ると、県文広局以外に、黔東
南文化局、貴州省文化庁、中国文物局等部署も多様な
政策を出していることがわかった。２つ目は地方開発と
建設の実施である。従江県の観光局、環境保護局、消
防局など部署は道路、広場、新風雨橋の建設などの整
備を行なっている。 
 最後は、増沖集落における政府と住民の恊働である。
保護である。増沖集落の形成過程は近代の行政界に基
づき、祖先定住期、中華民国時期、中華人民共和国時
期、に分かれる。特に中華人民共和国時期はさらに5つ
の変遷時期を経て、現在の集落配置を形成してきました
（図−3）。	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 図−3 中華人民共和国の増沖集落の変遷 
 第1段階では、集落には民家が増加し、鼓楼を中心に
集落が拡大した。第2段階では、川の対岸に新築し、移
転する民家数が増加した。第3段階では、水田の宅地へ
の転用が増加し、美男寨ができた。第4段階では、2007
年に新主要道路ができて、道路両側に新築民家が増加
し、鹏落寨と扳郎寨が形成された。第5段階では、2012
年の火事で家を失った住民のために、増沖新村が建設さ
れた。これらの変遷において、住民は「一心同体」、「薩」
への崇拝で客人を歓待すること、民族の遺産に対する
「強い愛着」、自主的な管理などの特質が現れていること
がわかった。住民は指導者である村委員会と寨老が主導
している。村委員会は中国の法律、各級政府の政策に従
い、村と上級の政府の施策を伝えトップダウンを実施する
役割を担っている。寨老は伝統的な「款」を活用して、住
民の意識をまとめ、住民からの「ボトムアップ」の役割を担
っていることがわかった。現在の集落の日常的なことが
ら、重要な業務も村委員会と寨老の協議で、「村規民約」
に基づき行われている。また、増沖集落の各構成要素の
変遷における政府と住民恊働の関わりはについて、住民
の参加は集落の日常管理、集落の保護、生活生産活動
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の向上など３つの方面から展開していることがわかった。
一方、政府の関与は政策の実施、遺産構成要素の保護、
社会主義新農村の建設について展開していることがわか
った。 
（２）伝統的な集落を保護するあり方 
 一つ目は、人が生活する持続的な文化的景観における
顕著な普遍的価値の評価と保護である。増沖集落におけ
る普遍的な価値について、一つの鼓楼、伝統的な煉瓦造
古民家、３つ伝統的な風雨橋である。これらの独特な要
素が長い間に集落の祖先達の暮らしの中で生み出され
た文化遺産と生活、生産環境の総体で、現在も住民が生
活を営んで、生産、祭り活動などを継承しているものであ
る。これらの独特な価値がある要素を評価するのは伝統
的な集落保護の第一歩だと考えられる。評価された要素
の変化は制限し、規制するべきである。	  
 二つ目は、保護法制度の整備と施行である。増沖集落
の鼓楼は中国重点文物保護単位に指定されたため、
1980年代からよく保護されてきましたが、同じく顕著な価
値がある煉瓦造古民家は指定されていないため、放置さ
れ、生活の変化にともなって改修されている。また、増沖
集落は1988年に中国の歴史文化名村に指定されました
が、「歴史文化名村保護条例」による集落の真正性と完成
性の規定を無視して新しい風雨橋が建設された。従って、
保護法制度による指定されていない要素の追加及び法
制度の確実な実施が伝統的な集落保護のために必要で
ある。	  
 三つ目は、地方政府における専門的な部署の設置であ
る。増沖集落の保護について、各級の文物部署と県政府
の多様な行政部署によって政策が出され、文物保護や開
発建設が行われている。文物保護について、県文物管理
局のみが政策を実行しますが、開発建設については各
部署が直接に集落で行っている。道は石からコンクリート
舗装され、火事にあった住民の集落内から新村への移転
などで集落の伝統的な景観は変化した。集落に関わる文
物保護計画、観光開発計画、歴史文化名村保護計画が
多様に出されましたが、実行されっていなかった。従って、
県政府のレベルで統一の専門部署を設置する必要があ
る。この部署は、各行政部署からの施策と関与を把握し、
各計画の策定内容を統一し、伝統的な集落を保護するこ
とを基本として、適切な項目を実行する。	  
 四つ目は住民が主体性の発揮と世界遺産登録の準備
です。増沖集落の寨老の長と頭長は住民の代表として、
村委員会に協力し、集落の日常業務に参加しているが、
集落の開発建設の実施と計画の策定には関わっていな
い。従って、住民が主体性を発揮するために、寨老の長
と頭長が主導者として開発建設と計画の策定に参加する
必要がある。特に、住民自身の特質を活かし、世界遺産
登録、観光開発、基礎建設などの課題について総合的
に話し合い、意思決定、作業への参加を実現する。わか
った。 
（３）今後の課題と展望。 
  まず、増沖集落の保護と開発について、バランスを把
握することである。次に、「トン族の集落」の保護につい
て、 増沖集落と他のトン族集落を比較研究課題である。
それから、住民による世界文化遺産登録に向けた意識
と立場の把握である。最後は世界文化遺産における他
の管理運営類型に着目することである。 
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